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後宇宙線中に発見されたV粒子 (.K,∑,A等 )を契機として坂田によりハ ドロンを統一した視点から捉え













彼等にSU(N)ゲージ理論を作れと言えば立ち所に作 り上げたでしょう｡ 研究者に何 を考えさせるかとい
う自然からの刺激の重要さがここにあります｡











































































































































エネルギーに作用する重力ポテンシャル (引力 )が等しくなる｡ (打ち消 し合ってゼロ)当然この尺度で
は古典論的描像では想像も出来ない激しい運動が有るはずである｡それほどの様な物理を用意しているの
か｡また誘導重力も興味深い｡重力まで含めれば場の理論に発散は無くなると言 うパウリ,ランダウの予
言がある,これは本当か｡ リー マンはリー マン幾何は大域的には良いであろうがミクロ-行けば変更を受
けるかもしれないと言う｡ではどの様な可能性があるのか｡超対称性の♂座標はその様なものに関係する
のか.量子重力を考えるとき宇宙の生成消滅まで考えるのか一体問題に限定すべきか.弦模型の理論から
の類推 を借 りれば両方の立場が有 りうる｡
iv)場の量子論
くりこみ可能性は技術的側面が強い｡技術革新によりくりこめる相互作用の枠は広がるか (非代数和的
引き算項 )｡ くりこみ可能性は原理でなく結果か｡低エネルギー固定点相互作用はくりこみ可能な相互作
用であるという予測は証明出来るか｡ "くりこみ不可能"な相互作用は点状束縛状態の結合系を作るか｡
未知の機構,新しい場の理論における現象を発見するにはどの様な研究方法があるか｡フェルミオンが存
在すると五次元以上では相互作用はくりこみ可能性の立場からは許されない｡カルザ ･クラインの理論と
の関連でこれをどう考えるか｡ランダウの言 うようにくりこみ理論は不完全か｡ しかしQEDにおいて
CPT定理は十の十何乗の精度で成立っている｡ 場の量子論を越えた理論は存在するか｡それは何をテコ
として到達出来るのか｡
以上四つの課題について気付くままに問題点を羅列*)しましたが,十数年先にこれ等の問題がどれほどの
意味を持って残っているかはなはだ疑問の多い所ですし,また予測もしなかった問題が主要な課題となっ
ているでしょう｡恥かしい思いを抑えてこの様な作業をしたのは i)の課題は今までの研究方法と手段の
延長線上の物理として見ることが出来るが, i)以後の研究は自然からのインパクトの少ない所で進めね
ばならず新しい方法と手段が必要と成るであろうと思われるからです｡それを示そうとしての悪戦善斗で
あると御諒解頂ければ幸いです｡
*)筆者の怠惰の為原稿の締め切り日を過ぎてしまい,各項目についての十分な理論的展開を書く時間的余裕を無くして
しまいました｡御容赦下さい｡
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